
















































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注11）des　Nebe豆s kalter BiB．‘‘　 （》Herbst　der　Bettler《）
さらに，疑問文の独白による詩作品》Bartok《（また上にあげた詩作品
》Weihnachtslied《にも用いられている）：
，，Ging　er　nicht　eben　noch　ums　Haus，
brannte　die　Wespennester　aus，
Karrte　die　Kleie，　senste　Luzerne，
fifllte　das　61　in　die　wagenlaterne？“ （・B、，・。k・）（注12）
このような文形態による暗示だけでなく単語を活用している作品もある。
つまり，語る現在にある主体性を起点として過去時を指示する時の副詞
damalsとeinst：詩作品》Damals《（注13）（この詩にはまた過去時を現在に
結合する現在時称が用いられる方法によって好情主体性をイメージさせ
る），副詞nochによる過去事が現在に継続し，残留していると状況判断
する主体性からの情景描写：
Noch　unterm　Laken
，，
des　Mondes　schlafen　die　Wiesen，　kUhl　und　hell，
Die　Sumpffeuer　blaken，
die　Fr6sche　rUhren　ihr　Paukenfell．
Mondh6rnig　schUttelt
sein　Haupt　das　Rind
und　weidet　dunkel　am　Bach．“
　　　　（注14）（》FrUhe《）
そして，接続詞dochが文脈に組み込まれることによって主体の対立的心
情の息遣いが現われている詩作品》Wilde　Kastanie《（注15），さらにまた，
一171一
ペーター・フーヘル研究詩集》Die　Sternenreuse《を読む（4）（宮下）
現在という場を表わす副詞hierが過去時称と結合することで，そこに過
去の思い出に浸る押情主体の立ち会う視線を暗示させる詩作品》Am　Bei－
fuBhang《：
Hier　lief　ich　barfuB　einst　als　Kind
）J
und　trug　den　braunen　Kaffeekrug
zur　Vesper　im　Lupinenwind．
Der　BeifuB　meine　FUBe　schlug．
Hier　hielt　ich　oft　am　Roggen　Rast，
zog　BlOten　vom　Akazienast，
die　schmeckten　wie　der　Juni　wild．“ 　　　　　　　　（注16）（》Am　BeifuBhang《）
などである。このような工夫に対し，さらに思い出の過去事を過去時称で
はなく現在時称で表現することで，生々としたイメージ空間として想起し
ている拝情主体の現在性という息遣いを感じさせる詩作品》Die　Magd《，
》Kinder　im　Herbst　I《そして》Der　Zauberer　im　FrUhling《（注17）がある。
あるいは過去に属する人物名辞となっている詩の標題から読者に期待させ
る三人称的拝情空間が実際にはその過去像の一人称による独白として展開
する詩作品，すなわちテクスト上に表現されるこの視点転換が唐突で意図
的であるために三人称の標題と詩のテクストの一人称内容とに一線が劃さ
れ，この標題が一人称の文脈を包み込む外在性にある外枠として作用して
いる詩作品：》Der　polnische　Schnitter《（時称も現在でイメージ効果を高
めている），》Kinder　im　Herbst　H《そして》Hirtenstrophe《（注18））bliある。
　こうした詩作品とは違って，詩の文脈に詩作する現在という浮情主体が
明確に表現され，過去イメージとの対立性をあからさまにすることで自己
分裂の局面を伝える詩作品もある。まず，思い出のイメージ発現に自己を
全的に曝す存在性（Ausgesetatheit）としてではなく，まだ閉じられた
（gesch1・ssen）内在的空間性の主体状況にある境界域。das　Haus“がテク
スト上に定着されるのだが，しかしテクスト全体としては対象との係わり
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の乖離を比喩的に表わす聴覚動詞（h6ren，　lauschen）などの使用によって
過去像の立ち去り，消滅の動性にある自己同一性の消失を伝えている詩作
品》Herkunft《がある。そしてこれ以外の作品》Der　Ziegelstreicher《と
》Dezember《にもこうした類似した存在性が形象化されている：
Und　durch　Frost　und　Dunkelheit
，，
geht　ihr　sch廿tzend　mit．
Wenn　es　auf　die　Steine　schneit，
h6r　ich　euern　Schritt．‘‘　　（》Herkunft《）（注19）
”Der　Sturm　wohnt　breit　auf　meinem　Dache，
wie　eine　Grille　zirpt　der　Frost．
Und　wenn　ich　alternd　nachts　erwache，
sttiubt　Asche　kalt　vom　morschen　Rost．
Am　Hoftor　schwer　die　Balken　knarren，
im　Nebel　lautet　ein　Gespann．
Ein　Kummet　klirrt　und　Hufe　scharren．
Ich　weiB，　ein　grober　Knecht　spannt　an．“ 　　　　　（注20）（》Dezember《）
また，異質な表現態の複合文脈，つまり三人称の文脈と一人称の文脈とが，
あるいは過去と現在の文脈，さらにはそのような相違性を複合した文脈が，
同一の詩のテクスト上に接合，相拮抗する組み立てによって境界域が設定
され，．詩全体を反響する立体空間とイメージさせるが，同時に両項のこう
した赤裸な対立性からの，その境域の形象性のインパクトが詩のテクスト
の統一を破壊するほどに圧倒的に現われている詩作品がある：》Herbst　der
Bettler《，》Damals《，》Bartok《，》Der　Knabenteich《，》Kinder　im　Herbst《，
》Letzte　Fahrt《，》Sommer《そして》Die　dritte　Nacht　April《（注21）。そし
て，この境界形象を好情主体の独白：。ich　weiB　nicht　mehr“によって，
主体が境域での疎外感を強めている意識を表現する詩作品》Caputher
Heuweg《，そして》Der　glUckliche　Garten《（注22）がある：
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，，Einst　waren　wir　alle　im　glticklichen　Garten，
ich　weiB　nicht　mehr，　vor　welchem　Haus，
wo　wir　die　kindliche　Stimme　sparten
fUr　Gras　und　Amsel，　Kamille　und　StrauB．“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（》Der　gltickliche　Garten《）
　以上，このような好情する主体性，その媒介装置としての境域の形象化
によって対象性にある思い出の風景，その森羅万象が，そしてことさらに
ラジオテクストでフーヘルが言うマルク＝ブランデンブルクの風景の分身
としての人物像（。ein　gn・misches　Wesen“）：幼少期の好情主体を含めた
KindやKnabeそして貧しい素朴な人々としてKnecht，　Kesselflicker・
Magd，　Hirt，　Schnitter（Maher），　Bettler，　Zigeuner，Ziegelstreicher，　Kos－
stite，　Zaubererなどがイメージ特有のネガ像や死者としてこの現在に発現
し，留まり（。ruhen“），彷復し，そして消失する一連の動性を詩の文脈に
描いていくのである。
　しかし，このパート全体から見ると好情主体のベクトルと対象性のベク
トルの織り成す主体的反響空間のほとんどは恒常性という特性を保ってい
るのだが，イメージ傾向としてはやはり可変的状況と印象付ける詩形象に
なっていると言ってよい。しかも，このパートに配置された前域の詩作品
よりは後域の詩作品になるほどにこうした形象特性を強くしている。パー
ト1の前域にある例えば詩作品》Wendische　Heide《，》Die　Magd《そし
て》Der　polnische　Schnitter《には過去像の彷裡が主題とされているが表
現上の技法によってそこには恒常的外枠としての言語形象が拮抗している。
しかし，同じ彷径をテーマにしているこのパートのテクストの後域にある
詩作品》Hirtenstrophe《に構築された形象性は，冬の荒蓼とした無限の
地平であり，そこになすすべもなく彷裡に身を曝す人間の形姿（。die
Hirten“ jのものである。一見すると前述の》Magd《に似た構造の作
品》Der　Zauberer　im　FrUhling《においてのそのネガ像の気紛れの散策
の作り出す内密な空間も，最終節に吹きおこる突風に掻き消されてしまう。
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また，人間の死去などの立ち去りをテーマとした前域にある作品
》Bartok《が，日常性に忘却されるしかないとしても，それでも懐かしく
悲しい死者の残響に拝情のパトスを仕掛ける形象（。Hinter　dem
nebelsaugenden　Strauch／wartet　verlassen　die　Weidenreuse，“）で閉じている
のに，後域の詩作品》Weihnachtslied《では，人物像（，Jesus　Christus“）
が立ち去って，あとにとり残された貧窮の群集はただ吹き曝しの厳寒の荒
野にあって虚空に絶望の手を指し出すしかない（。Die　sich　den　Pfennig　im
Schnee　auflesen，　sie　wissen　nicht　mehr，　wo　du　bist．“）。さらに，フーヘル解
読に際し，重要な手がかりとなる風のイメージも，前半にある作品》Da－
mals《では詩人のインティームな内部空間（。das　Haus“）の周りを風が吹
き巡るのに，例えば後半にある作品》Wilde　Kastanie《においては，詩
的内奥を形象化している前半の詩節に対し，後半の詩節ではその樹木の内
部性は秋の烈風に曝される：
Doch　wenn　der　Sturm　der　roten　Bltitter
，，
bis　in　die　alten　Wipfel　st6Bt，
im　raschelnden　Oktoberwetter
die　Spinne　aus　dem　Netz　sich　l6st，
dann　springen　braun　Kastanienbljlle
von　allen　Asten　der　Allee，
sie　rollen，　von　des　Windes　Kelle
getrieben　hin　auf　der　Chaussee．“ @　（》Wilde　Kastanie《）
また，作品》Herbst　der　Bettler《にもイメージの風が吹く，しかも自己
保守の閉鎖性を打ち破る役割を持つ風の働きを表わしている（。Der　Wind，
der　durch　die　Dornen　fahrt，　klirrt　wie　ein　Messer　hart．“）ことから，このパ
ート1の文脈の有機的統一性を乱すまだ編纂意識が徹底していない欠陥部
分ともとれなくはないが，詩集》Die　Sternenreuse《の編纂時に，この詩
の前後に詩集》Chausseen　Chausseen《カ・らの引用詩作品》Caputher
Heuweg《と》Damals《が配置されるというテクスト関係によって，すな
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わちこの両詩作品の内部空間を夏の風が吹き巡るというその文脈に取り囲
まれることで，この詩の晩秋の身を切る風の形象性が，単独の詩として解
釈される成立時のその意味が若干軌道を変え，対象の非定住性の表徴とい
った比喩性，一般性の意味合いを帯びた構成要素となっていると言えよう。
このことは，後半にある作品》Die　dritte　Nacht　April《にもあてはまる。
その位置関係からするとこの詩の最終詩行：。und　in　den　Baumen　leben
wil1．“において，この主語（。der　Schatten　meines　Herzens“）が内部空間
（。in　den　Btiumen“）に傾斜していこうとする存在状況を伝えているのだが，
この詩に続く上で述べた作品》Wilde　Kastanie《の風の文脈に接続する
ことでその意志が掻き消される事態を，詩テクスト問の見えざる文脈とし
て暗示するといったテクスト状況にある。
　このように25篇の詩作品からなるこのパート1全体が有機的にシステ
ム化されたテクストなのである。そしてこのことをさらに鮮明にさせよう
とするフーヘルの工夫が2つあると言えよう。まず，このパートのほぼ中
央部に詩作品》Letzte　Fahrt《（注23）を配置することによるこのパートのテ
クストの二分節化である。
　9詩節からなるこの詩の第一詩節から第8詩節の前半2詩行までには，
この詩のテクストのほとんどということになるが，バラード風の語り口に
よる。mein　Vater“の真冬の湖に魚を捕りに舟を出すがその目論見は失
敗し凍て付く湖水に溺死するというストーリーが簡潔な表現で，しかも場
面場面のレアリティを的を射たむだのない適格な言葉により実現されてい
る。そしてこの文脈には，主語が三人称。mein　Vater“で，時称が過去
で表わされている。しかし，それに続く後半の2詩行が三人称主語（。der
t・te　Hall“）と現在時称になり，最終詩節では一人称主語（。ich“）と現在時
称が用いられているのである：
”Die　Algen　kamen　kUhl　gerauscht，
er　sprach　dem　Wind　ein　Wort．
Der　tote　Hall，　dem　niemand　lauscht，
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sagt　es　noch　immerfort．
Ich　lausch　dem　Hall　am　Grabgebilsch，
der　Tote　sitzt　am　Steg．
In　meiner　Kanne　springt　der　Fisch．
Ich　geh　den　Binsenweg．“ @　（》Letzte　Fahrt《）
そしてテクスト上に現われているこの異質な2つの文形態の接合個所（第
8詩節の後半の2詩行）がこの詩のテクストの両項対立の境界域を形成して
いることになるのである。まず，前半のブロックと続くこの2詩行との関
係は，共通要素の。das　Wort“と，』対立要素としては時称の過去と現在
という組み合せである。さらにこの境域の2詩行と後半のブロックとは，
共通要素として名詞。der　Hall“と形容詞。tot（der　T・te）“そして現在
時称，対立要素としては主語の人称の相違である。この文脈関係に読み取
れることは次のようになる。つまり，死の次元に踏みこむ者（。mein
Vater“）のその一瞬の最後のメッセージ（。das　W・rt“）の生身の声は生の
世界の主体性にとっては決して聴くことができない。ただその影として反
響する筋（。der　t・te　Hall“），止むことのない現在である風（。sagt　es　n・ch
immerf・rt．“）に聴きいるという間接性の関係しかとれない。そこにあって
初めて仔情主体（。ich“）は，ここには死者（。der　T・te“）の到来が，生者
には見えない到来が係わってこそなのだが，詩的実現に至る（。ln　meine・
Kanne　sp・ingt　der　Fisch・“）。そして詩作行為の終り（。lch　geh　den　Binsen－
weg．“ jである。このような文意によって明らかなように過去次元（死の
世界）と拝情主体との直接的交流を阻む壁として詩のテクストの意味の統
一性を損なうほどに文脈上に露呈しているこの亀裂は，たとえ最終詩行に
ある主体の状況を暗示する動詞。gehen“とこの詩の最初の詩行にある過
去イメージの状況を伝える動詞。kommen“とによって前回問題とし，こ
こでの詩より3つ前に配置されている詩作品》Der　Knabenteich《におけ
るこうした分裂性iを克服するための表現上の工夫によって実現された反響
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空間（注24）に近い効果を引き出す仕組みではあっても，やはりこの亀裂は否
定し難い。そしてこうしたテクスト状況，つまりまるで剥き出しの断層と
いったように意図的に強調され，鮮明にされているこのテクストの二分対
立と，さらにこのパート1のほぼ中央に配置されていることによってこの
詩のテクスト全体が，比喩としてこのパート1というテクストを2分する
分岐点の機能を持った構成要素となっているのである。
　さらにもう一つの工夫，このパートの最初の位置に配置された詩作
品》Kindheit　in　Alt－Langerwisch《と》Herkunft《，そして最後に置かれ
ている詩作品》Der　gltickliche　Garten《との配置関係によって，それぞ
れの詩作品においての固有な意味，この分析を前回行ってきたのだが，そ
の固有な意味が，比喩的にこのパートテクスト全体の始まりと終わりとい
う枠を表示する意味要素として機能する。詩作品》Kindheit　in　Alt－
Langerwisch《では，幼年期の好情主体がアルトーランガーヴィシュで過
した懐かしい思い出を一日の経過として9詩節に分節化し，配列するテク
スト性となっていることから，このテクスト全体があたかもこのパートテ
クストの始まりを伝える目次の比喩となっている。さらに，詩作品
》Herkunft《も拝情主体の場（。das　Haus“）に，懐かしい過去の人々の一
餉一勧を詩節分節にして列挙するテクスト形態を主調としていることから，
やはりこのパートテクストの本論。Herkunft“の始まりを暗示するとい
った比喩表現の機能を帯びている。そして，パートテクストの最後に位置
付けられている詩作品》Der　glUckliche　Garten《は，出生（。Herkunft“）
にある自己性の領域と，｝予情する現在としての主体性との断絶の意味形
象：。ich　weiB　nicht　Mehr‘‘を3詩節に繰り返すテクスト形態から，つ
まりこのパートの主題でもあるこの断絶を，詩作し，白紙の境域に言語構
築することで克服しようとする詩人の課題（Auftrag）のフォルムが列記さ
れるこの詩のテクスト形態から，このパートテクストに鎮められたこうし
た試みの詩篇が多面的に配列されていくその締め括りとしての結論といっ
た意味を暗示する比喩形象となっているのである。それ故，今までに個々
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の詩作品，そして自作品についての解釈テクストであるラジオテクストに
さえも読み取れた拝情性の本来的「元型」形象，あの反響的立体性の言語
構造がこのパートテクストにも実現されているということになる。パート
テクストの始まりと終りという詩作品》Kindheit　in　Alt－Langer－
wisch《と，詩作品》Der　glUckliche　Garten《とによる外枠が内部文脈の
場を可能とする。そしてこの内部文脈のほぼ中央にあり，その構成要素の
一つである詩作品》Letzte　Fahrt《に仕組まれた二項対立により形成され
る境域が，この詩のテクストの前半に形象化された文域だけではなく，さ
らにその前に配置された詩作品という形象成分を含めたコンテクストと，
この詩の後半部に始まりパートテクストの外枠である終結部に至る文域に
含まれた一連の詩作品形象からなるコンテクストとの2つのブロックにグ
ループ化するように作用する。このパートテクストが対称的対立構図をな
していることになるのである。ここにあって，外枠構造であると同時に二
項対立構造でもあるという、，この2つの構造性を相即不離の関係に持つこ
のパートテクストに見えてくるのは，まさにあの好情的反響性の言語シス
テム，すなわち恒常性と可変性からなる隠微な内的同一一’一性の空間形
象》der　gltickliche　Garten《なのである。
　詩集》Gedichte《の第2部に》Die　Sternenreuse《という名辞標題ボつ
いていることと，その構成要素の詩作品群とその配列がほぼ同じになって
いるテクスト性とから詩集》Die　Sternenreuse《の第2部》II《の，19
篇の詩篇からなるこの全体の意味は，この名辞の形象性に，つまりこのパ
ートの構成要素にもなっている詩作品》Die　Sternenreuse《が表わしてい
る意味性に枠付けられていると言えよう。この詩作品（注25）は，主題として
フーヘルという浮情詩人の自己史を検討し，詩人本来の在り方を確立する
その認識のプロセスを3つの詩節のそれぞれに反映させ，詩形象として展
開させていくテクスト形態をとっている。しかし，こうした認識のフォル
ムの詩が成立するのは，この詩の第1節の第1詩行と第2詩行の詩行間の
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空白にイメージされる水面，言わぱ鏡という境界域が設定されているこの
テクスト性に由来する：
。DaB　du　noch　schwebst，　uralter　Mond？
Als　jung　noch　deine　Scheibe　schwebte，
　　　　　・‘‘　　　　　　　　　　　　（》Die　Sternenreuse《）
そして，このインパクトを秘めた水面という表面性を喚起させる言語配置
は，単なる表現上の工夫なのではなく，フーヘルが1926年から28年にか
けてのフランスに滞在時した際のその体験を反映した必然性のものなので
ある。今まで考察してきた詩集》Die　Sternenreuse《のパート1の詩が，
詩人の出生地マルク＝ブランデンブルクの，言うなればインティームな
「故郷」の風景を拝情の場とし，また詩の対象としてきたなかに成立した
と言ってよい。それ故に，フーヘルにとってのこの異国の地に滞在するこ
とは，すべての物象がなじみのない（fremd）様相を呈している最中にあ
っての詩人としての意味を問うこと，こうした旅によって引き起こされる
疎外性をさらに拝情的同一の磁場に昇華しようとすること，まさにこのこ
とが意識される機会となったと思われる。そして，フーヘルという生のこ
うしたコンテクストにあることによって異質の風景の疎外性を反映した，
この見えざる水面が湛える表面性に，いっそう増大されたその遮断であり，
それ故に同時に通路である媒介機能のこの表面性に，対応するように内部
性のフォルムが浮ぴあがる構図のこの詩作品は，出生の風景を根拠とする
フーヘルという押情性，とかくその内部的，閉鎖的自己テクストとなりな
がちなこの浮情性を，自ら苛烈な認識の視線に曝し，開かれた仔情主体の
存在性を検証しようとするテクストとなる。
　詩集》Die　Sternenreuse《のパートHのほぼ中央に位置付けられている
詩作品》Die　Sternenreuse《と同様に，フランス滞在時に成立した詩作
品》Cimetiさre《，》Lenz《，》Corenc《，》Totenregen《，》Der　Herbst《そ
して》L6wenzahn《（注26）という6篇の詩作品がこのパートテクストの前域
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に配置されている。詩作品》Die　Sternenreuse《の主題である開かれた拝
情性がこれ等の作品において問題とされ，形象化されているのである。
　パートllのテクストの始まりとして詩作品》Cimetiさre《とそれに続
く》Lenz《とは，名詞列記などによる名詞文体を基本としていることか
らの硬質で，しかも昂揚したドラマチックな展開が形象化されている。例
えば，詩作品》Lenz《では，テクスト形態として4つの詩節のそれぞれ
がLenzの好情性を認識する浮情主体の独白の部分と，主体にとっての先
達Lenzへの呼びかけによる感情移入部に二分され，絢い交ぜる文脈が形
成されている。すなわち，この前半の詩節テクストにおいて，厳然と峻拒
する物質性を表す名詞文体によるLenzの疎外性を文脈に沿って好情的動
性の反響空間へと克服していくプロセスが形象化され，同時にもう一方の
後半の詩節文脈に，こうした押情性に至るまさに先達Lenzという媒介に
呼びかけ，自己全託することで，自己保全といういかなる虚飾の外壁性を
も取り払われた剥き出しの好情存在に徹する主体状況が認識されていく：
，，Lenz，　dich　friert　an　dieser　Welt1
Und　du　weiBt　es　und　dir　graut．
Gott　hat　dich　zu　arm　bekleidet
mit　der　staubgebornen　Haut．
Und　der　Mensch　am　Menschen　leidet“　（》Lenz《）
異質な対象性の形象：人物像（。Lenz“，。der　T・te‘‘），そして立ち去った
（死去した）人間の痕跡（。zerfallnes　Haus“，，，ein　halbve・k・hltes　Buch“ある
いは。alte　Feuerstelle“）などの，この対象という疎外性を全的に克服しよ
うとする主体性の身振りは，続く詩作品》Corenc《においては文表現の
工夫として，すなわちこの詩の過去時称の三人称性の文脈に，主体の現在
性を暗示する手法である一人称と二人称表現，あるいは副詞。hier“また
は疑問文などを接合することで形象化されている：
。Doch　schweigsam　starrten　Tor　und　Mauer
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im　grellen　Mittagschein．
Wer　rief　mich　her？Geh6ft　der　Trauer，
was　kehrte　ich　hier　ein～　　（》Corenc《）
　これに続く詩作品》Totenregen《においても，対立する両項の要素と
して。ich“と。die　armen　Toten“お設定され，その主体の視線はひた
すらこの要素の交差する境域（。Mauer“，。T・r“），死者との出会いの境域に
向けられている。しかし，この壁の比喩的意味としての遮断の機能は，パ
ートテクストの文脈に沿って徐々に崩壊していくのである。次の詩作
品・D・・H・・b…，・L6w・nzah・・そして・S・p・・mb・・《（注27’ ﾅは，・の壁
が透過性のものとなり消失してしまうその後で，まだ・fンティームな将情
的反響の残響に浸る主体の姿勢が暗示されてはいる（。n・ch）が，やはり
この境域の向う側，剥き出しの対象性の動性に主体の関心は向けられてい
く：
，，Leise　segelt　das　L6wenzahnlicht
Uber　dein　weiBes　Wiesengesicht，
segelt　wie　eine　Wimper　blaB
in　das　zottig　wogende　Gras．
Monde　um　Monde　wehten　ins　Jahr，
wehten　wie　Schnee　auf　Wange　und　Haar．
Zeitlose　Stunde，　die　mich　verlieB，
da　sich　der　L6wenzahn　weiB　zerblies．“　　（》L6wenzahn《）
Die　Felder　sind　leer．
，，
Es　fiel　die　sicheldurchblitzte　Mauer．“ （》September《）
詩作品》Alte　Feuerstelle《（注28）は，この遮断の壁が崩壊するその意味を主
体側の自己克服として形象化している。11詩節からなるこの詩のその標
題にすでに媒介装置。alte　Feuerstelle“カ｛仕掛けられている。そしてこ
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の物質性を介して第1，2詩節の文脈に，まず主体の視線がその対象性の
像を描いていく。しかし第3詩節以降時称が現在に変る。これは先行する
2詩節に捉えられた対象イメージ（。der　Mann“）にはまだテクストの始ま
りとしての距離が介在している関係にあるが，ここにきていっそう親密性
を増し，それだけイメージの現在に身を曝す主体状況が示されている：
Ich　seh　den　Mann　im　Feuerrauch
，，
noch　knien　am　Distelstrauche．
Er　schUrt　die　Glut　mit　seinem　Hauch
und　lebt　von　meinem　Hauche．“
第5，6，7，8詩節には，対象イメージが主体側に，その内密な閉じら
れた空間領域（。mein　Haus“，。die　Kammer，　wo　ich　liege“）に闊入してくる
事態が描かれている。そしてこのことは，好情主体にとって詩作すること
が，とかく私物化し，自己満足のための感傷的叫びとなりがちなことから，
この閉鎖的詩的行為の「壁」を破壊することがこの段階でのフーヘルの関
心事であったことの現われであると言えよう。第8詩節以降の文脈には，
主体の浮情的所有物のすべてがこの対象像によって冷酷に否定される局面
として形象されている：
，，und　alles　nennt　sein　eigen・‘‘
Ich　war　der　Docht　in　deinem　Licht，
，，
dein　Lachen　war　mein　Klagen．“
そして最後の2詩節に，こうした閉鎖的1予情主体（。ich“）が対象イメージ
によってこの親密な夜の内部性空間から追放され，対象性の真に好情的形
姿を実現することを課せられる：
Er　st6Bt　ins　Zwielicht　mich　hinaus，
，，
daB　ich　sein　Leben　finde．‘‘
主体は早朝の苛烈な吹き曝しのなか，開かれた自己に戦きながら（。a・m“）
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先達の痕跡というテクストを求め地平を彷裡する：
　　”Und　wandre　seine　Spur　im　Gras，“
そして，ここのパートテクストにおいて，その中心の位置にある詩作
品》Die　Sternenreuse《も，好情主体の閉鎖性を克服し，3つの詩節から
なる普遍的拝情性（Sternen・一・Rese）の認識のフォルムのテクストとなって
いるが，さらに，この詩作品に続く後半の10篇の詩も，やはり同様にこ
の開かれた好情性の実現の試みを多様な言語構築として形象化しているの
である。
　詩作品》Die　Sternenreuse《の第3詩節に実現された浮情性，このコス
ミックに反響する世界性のフォルムは詩作品》Havelnacht《（注29）のもので
もある。しかし，一般に理解されるこうした開かれた拝情性は，とかく消
化され，レッテル化されて風化してしまうテクストの必然的成り行きに陥
りがちである。こうした状況にあって，拝情詩の成立のための一つの方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d
として考えられるのは，それは詩人フーヘルの基本的姿勢でもあるが，詩
形象の暗号化である。それは，一個の詩作品においてはメタファーの活用
であり，さらにはテクストによるテクストといったここでの「詩集」にお
ける編纂技法による暗号システム化である。そして，この社会的傾向性の
コンテクストの体系として消耗されないためのフーヘルの詩作上のこの試
みがことにこれ以降の詩のテクスト文脈になされているのである。
　詩作品》Kreuzspinne《（注29）においては，押庸主体の投影像（。Spinne“）
とその詩作行為（。Netz“）の弱まりの形象は，それは境界形象の壁
（。wand“）が崩れ去る（。Der　Herbst　duckt　sich　ins　6dgeast“）ことと相関関
係にあることなのだが，こうした文脈において最終詩節では凍てつく風の
吹く寒々しい冬の風景にある：
”Erst　wenn　sie（＝Spinne）immer　mifder　kreist
in　immer　k21tre　Raume，
erst　wenn　ihr　leise　Seil　zerreiBt，
durchweht　es　kahl　die　Btiume．“
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一見するとこの詩形象は仔情主体の試みの挫折を意味しているように取れ
る。しかし，この詩作品が，続く作品》Nllchtliches　Eisfenster《（注30）との
テクスト関係のレヴェルに置かれるとき，こうした解釈は修正されざるを
得なくなる。
　詩作品》Nljchtliches　Eisfenster《は，標題からもうすでにイメージ喚
起力のある隠喩表現となっているが，詩の文脈にもこうした語法による隠
喩形象が多数鍍ぱめられている。詩全体が隠喩装置となっていると言えよ
う。自然の事物を表わしている単語と死の次元を表わす単語を結合した隠
喩表現が，特にこの詩の最初と最後の詩節に集中して用いられている：
”Blumen　der　Toten“，”B5ume　der　Geister“そして”Laub　der　Gespen－
ster“ Bしかも，両詩節に共通要素として配置された。Blumen　der　Toten“
が，この詩全体を枠付け，例の拝情的反響空間としていることを暗示する。
つまり，このことによって内部となる5つの詩節のそれぞれが最終詩節に
向け集束するように整合化され，機能化された構成要素となることで，詩
全体がシステム装置といった相貌を呈すことになる。このテクストを底流
する文意は，詩作品》Die　Sternenreuse《に形象化されていた閉じられた
内密の押情性から拡大された普遍性としての好情性の実現である：
Blumen　der　Toten
，，
aus　ktilterem　Land，
eisige　Flammen
im　Wasser　der　Scheiben－
Euch　hat　das　Feuer
der　Sterne　gesandt，
n乞chtige　BIUten
und　Bltitter　zu　treiben．‘‘ （》Nljchtliche　Eisfenster《）
異次元に開かれた媒介性としてある隠喩形象（。Blumen　der　Toten“）は，
寒々とした領域にあってのもの（。aus　kalterem　Land“）なのである。その
全的に開かれた自己にある寒さ（。G・tt　hat　dich　zu　arm　bekleidet／mit　der
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staubgeb・rnen　Haut．（注31））に，本来的浮唐性が開花する（。ntichtige　Bltiten／
und　Bl翫ter　zu　treiben．‘‘）o
　そして，このパートテクストの最後に置かれた詩作品》Von　Nacht
tibergraut《（注32）はやはり開かれた押唐性を問題としているのだが，押情主
体と対象（。du“）との相拮抗するその境域の様態を4つの詩節に列記する
テクストでもある。第1詩節は，2つの分詞句の配列により時間的に夜か
ら早朝へと時の経過をイメージさせ，対象がその時間のなかを，すなわち
夜の状況性（。tibergraut“）から早朝の状況性（。betaut“）を通過受容し，立
ち去ったという文意である。しかも，この2つの分詞句が詩行分けにより
その文法的まとまりを保ってはいるが，2詩行間にコンマがないことによ
って，文脈に沿う読みにおいてこれに続く副詞。so“が置かれている第3
詩行に，この2詩行の時の状況性が一瞬同時的にイメージされる仕組みに
もなっている。だからこの詩節は，このように2詩行にわたる言語配列に
より，2つの時間性が融合した夜と昼の，暗と明の境界という零地点に，
すなわちそこにあってのみイメージ構築される無時間的時間という同時空
間のこの境界性に。du“の立ち去ったその空白そのものが残響するフォ
ルムになっているのである：
，，Von　Nacht　Ubergraut
von　FrUhe　betaut
so　zogest　du　fort．‘‘
そしてこの詩のテクストで主題となる。du“という二人称性は，確かに
具体的ななにものをも示してはいない，むしろその具体性をぎりぎりのと
ころまで消し去った元型，好情詩を成り立たせる根拠としての元型であろ
うとするテクスト形態になっている。しかしそれでもそれを紙面にイメー
ジさせるのは，このテクスト文脈には表現されてはいないが，言うまでも
なく浮情する主体。ich“である。他にとって考えられない詩人フーヘル
という主体なのである。その拝情する対象性は，それ故フーヘルの二人称
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性ということになる。それは，詩の始まりとしては必然的にどうしても限
定化されたなに者かであろうとせざるを得ない。異次元に立ち去った者の
その痕跡（die　Spur）は，フーヘルにとって他に換えられないフーヘルの
痕跡なのである。このテクストは，二人称duの具体性を拒否する表われ
としての省略のスタイルをとってはいる，しかしそうであるからこそかえ
って詩入にとって懐かしく，悲しい記憶にのみ生きる存在に向けられたフ
ーヘルの視線を露にしてもいる。テクストのこの主体の視線は，このパー
トテクストの詩作品》Lenz《，》Corenc《，》Ntichtliche　Eisfenster《そし
て》Wiepersdorf《において，詩の始まりにある三人称性が，主体の拝情
性によってその対象の二人称化への変化を，そのプロセスをテクスト内容
にしているのだが，この詩のテクストでは，本来的拝情性への認識から生
み出され，押情化されたこの二人称へと向けられ，共鳴している。またさ
らに，ここでの問題意識と類似していることからパート1で見てきた詩作
品》Letzte　Fahrt《の，その。mein　Vater“と反響しあうテクスト関係が
見えてくる，そう言ってもよいだろう。しかし，このパートにおいて拝情
主体の普遍性を実現するためのフーヘルの認識が，詩作品として配置し，
展開しているパートテクストの文脈の方向性と，この詩作品がこのパート
の締め括りの位置にあることを考えれば，この詩作品の第1詩節の詩の始
まりの境域に現われた，その唐突な立ち去りとして現われた二人称性は，
フーヘルの断面，彼の露呈した「消失」duの断面でもあるフーヘルにと
っての二人称性，その特殊性は克服されなければならない。第二詩節は，
この唐突な切り口にある沈黙の残響に，その空白への仔情主体の視線が造
り出す反響という現在性のフォルムなのである：
Du　winkst　und　es　wehn
，，
die　dHmmernden　Seen
im　Traum　noch　dein　Wort．“
文形態としては2つの文が接続詞undで結合している。先行する文は第
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1詩行の中央で終る。。Du　winkst“，それは，　duの立ち去った消失面，
その鏡面の第1詩節を媒介として視線となった仔情主体にduが発現して
くることとそのイメージが不定の現在にあることを示している。そしてこ
の詩行の後半から第2，第3詩行にまで亙っている後読する文，この三つ
の部分に分節された語句それぞれが，Enjambementによる文の断片化と
シンタックス上の文脈との拮抗にあって，独自な光彩を放っているのであ
る。文法上の主語と次の詩行を占めている主語の定動詞ということなのだ
が，この第1詩行後半の断片。es　wehn“は，実際の主語と分断されてい
るテクスト形態によって，文法上の主語esも定め難いなにか荘漠とした
広がりの意味を帯び，詩行前半のduの特殊性よりも拡大された言わぱ不
定性の世界空間を吹きわたる風をイメージさせる。さらに，このイメージ
の動性と文脈の流れに沿ってのということになるが，次の詩行は”die
dammernden　Seen“という水面，しかも複数名詞ということで不定性の
水面になる。それは時刻を表わす形容語。dammernd“によって薄明の，
季節ではフーヘルにとってはやはり秋の境域性を湛えている水面にである。
そして第3詩節は内部性形象ということになる。インティームで（。im
Traum“ jまだ（。n・ch“）閉鎖的な好情主体の在り方と相関していることで，
吹きよせるこの対象性はフーヘルにとっての第1詩節の立ち去りの対象
du（。dein　Wort“）のものなのである。このようにこうしたイメージ形成
から見えてくるのは，3詩行からなるこの詩節が中央の第2詩節という水
面を境として第1詩行の外在空間と第3詩行の内部性領域とが対応する構
図である。続く第3詩節は，一つの文が2詩行にわたる形態をしている：
Im　Sande　verrollt
，，
die　Woge　aus　Gold．“
文意からすると対象（。die　W・ge　aus　G・1d“）カミ消失する（。verrollt“）事実
描写なのであるが，ここもシンタックス上の文脈とEnjambementの分節
化の対立性という詩の磁場になっている。どよもし，打ち寄せる反響の途
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絶と凝然とした砂上の渇いた沈黙，こうした第1詩行の文脈の断片化によ
って，この見えざる消失性そのもののイメージがいっそう鮮明に浮ぴあが
ることになる。つまり，先行する2詩節が対象duという直接の対象性を
テクストに明示することで，浮情主体の閉鎖性をも伝えているのだが，そ
れに対しこの詩行は，主体がその閉鎖性を透過し，全的に自己を対象性に
開ききる存在性（Ausgesetztheit）を反映した形象性ということになる。そ
して文脈からは，次の詩行はあくまでもこの先行する詩行の述語の主語，
消失する他者を表わしているのであるが，しかしこのように詩的断片化の
操作によるこの境界性故にこの消失の他者の逆接的な立ち現われの局面を
も暗示しているのである。立ち去りと同時にこの立ち現われというこの同
時性こそ拝情主体の普遍的世界化に相関する沈黙の浮情的実現を意味する。
この詩行そのものがこうした文脈にあることでイメージ独自の光彩を放つ
自立する形象（。die　Woge　aus　Gold“）となっていると言える。しかしそれ
でも，こうした詩的実現はとかく社会的，歴史的コンテクストに取り込ま
れ消費されるなかで，風化していく。だからフーヘルにとって本来的詩的
実現のためには，この時代要請に対し，またここにあってなお仔情主体に
仕掛けられたこの陥穽に対し，詩人フーヘルの新たなる拒否のフォルム，
その認識のフォルムとして認容文という文構成の形象性が最終詩節に提示
されることになるのである：
Und　winkt　es　auch　her：
，，
Du　bist　es　nicht　mehr．“
　このようにこの詩作品は，押情主体の在り方，つまりその視線がそれに
相即する対象性との拮抗関係を，文脈に沿って詩節という分節ごとの段階
を項目として提示しながら，この詩の眼目，最終詩節の非人称という否定
性の拝情フォルムとなる。すなわち浮庸主体の対象性の自動的到来（。Und
winkt　es　auch　her：“）の非人称性と開かれた拝情主体を反映したその否定
表現（。Du　bist　es　nicht　mehr．“）との文章記号コロンによる対立と同時に
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同一という反響空間のその詩的リアリティに集束するテクスト形態をとっ
ている。
　そしてこのパートHのテクスト全体にあっては，詩作品》Die　Sternen－
reuse《を境として後域を形成する詩作品が浮情主体への認識を反映した
壁の向う側の内部性をいかに真の詩的実現とするかという問題意識を，そ
の多様な対象性のフォルムとして提示しているということになる。詩作
品》Die　schilfige　Nymphe《，》Wintersee《，》Vorfrtihling《，》Wiepers－
dorf《そして》Zunehmender　Mond《（注33）は，おおよそ先達というテクス
ト（die　Spur）の消失する，つまり拝情主体の普遍化という存在性の反映
でもあるが，その消失する局面のフォルム化が主題となっていると言えよ
う。そして，続く詩作品》Unter　Ahornbtiume《（注34）とこの終結部に位置
する詩作品》Von　Nacht　Ubergraut《とはその消失の浮情のフォルムの体
制化による磨耗と拝情主体の再度の自足を超脱するための「異化」を主題
としているのである：
，，ein　Napf　aus　Laub　und　andre　Zeichen，
als　liefen　geisterhafte　FUBe
hell　Ubers　heiBe　Blumenbeet．“　　（》Unter　Ahornbtiume《）
　そしてまたこうしたパートテクストの文脈に見えてくるテクスト構造は，
パートllの総括としてのこの最終詩作品》Von　Nacht　ifbergraut《の4つ
の段階の項目列記のスタイルと照応していると言える。この詩のテクスト
を前域と後域の二分対立とし，反響空間のテクストとしている第2詩節の
中央にある水面，それはまさにこのパートテクストの中央に位置する詩作
品》Die　Sternenreuse《の水面なのである。それ故に，この最終詩作品の
水面を境としての前域は．パートテクストの最初の詩作品》Ci－
metiさre《から》Alte　Feuerstelle《までの前域と対応し，その後域
は，》Kreuzspinne《から》Unter　Ahornbaume《までの後域と対応して
いるというテクスト関係からこの詩のテクストの反響空間構造がこのパー
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トllのテクスト構造でもあるということになる。
　詩集》Die　Sternenreuse《のパート皿は，その前稿体の詩集》Ge－
dichte《の第三部》Zw61f　Nachte《に該当する。だからこの名辞がパート
皿のテクストの意味ということになる。そして同様に，この名辞を標題と
する詩作品がこのパートテクストのS篇の詩作品のうち二番目に配置され
ているのである（注35）。8詩節からなるこの詩作品の始めの三つの詩節には
一見すると凍てつく荒蓼とした真冬の風景が描写されているように見える。
しかし冒頭の詩節における語結合に，つまり死を意味する語と自然を表わ
す語が一つの文に対応するように組み入れられているのである：
，，Zw61f　N巨chte　nahen　weiB　verhtillt，
aus　Urnen　stHubt　der　Schnee，
Die　geisterhafte　Asche　fUllt
den　nebelgrauen　See．‘‘
このことによって状況はまさに民間信仰の12夜（Zw61f　Nllchte）の世界と
なる。死者たちの出現に対し，風景は緊迫した空気に包まれる（。mau1－
wurfsblind“）。そしてこれを受けた第4詩節に，境界としての水面が張り
巡らされるのである。この水面は，これまで読んできたパート1の詩作
品》Letzte　Fahrt《の境界性であり，さらにパートllの最後の詩作
品》V・nNacht　tibergraut《の水面。die　dammernden　Seen‘‘でもある。
ここに異次元と交感する掃情主体の場が形成されることになる：
，，Die　Dljmmerung　von　Stimmen　hallt，
die　nie　ein　Ohr　erlauscht．
Die　Toten　gehn，　wo　ifberm　Wald
die　kalte　Asche　rauscht．‘‘
しかし，これに続く詩節は，これまでは三人称性の記述の文体であったの
に二人称表現に変化しているのである。この昂揚した浮情主体のパトスと
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もとれるスタイルの文域，第5，6，7詩節に，dochで始まる強い断言
と認容文の詩行の最終詩節が対立する組立てになっている。この前半の認
容の複合文を含んだ2つの詩節（第5，6詩節）の文脈に読み取れること
は，詩作する情感とその行為の実際が噸み合わず虚しく空転し，時代の暗
さとその敵意に身を曝け出す疎外状況である。詩人の存在を根底から否定
しようとするこうした状況に対し，次の詩節では命令文が4つ立て続けに
列挙されるが，それは，それでもやはり暗黒の時代状況（。der　Glanz　der
Finsternis“ jにあっての主体の独白でしかない。しかし，なにごとにも控
え目に抑制した言葉遣いを基本とするフーヘルにあって，この最終詩節の
口調にはなにか異様とさえとれる昂揚した響きが支配している。時代に対
し詩人としての確信を断言するこの異質なとも言うべきテクスト性と共に，
構文として，この詩のテクストの水面を介しての内部となっているこの文
域を取り囲む枠ように2つの認容文が配置され，その内部性としてのまと
まりを印象づけるように工夫がなされているが，こうしたテクストとして
のまとまりの前半の認容文（第5詩節）の後に割り込むように地の文とと
れる詩行：。wie　es　der　Spruch　gewollt，“が挿入されていることから，
この内部性の文域が実は格言（der　Spruch）というテクストからの引用で
あるということをζのテクスト文脈は暗示しているのである。暗い社会状
況にあって一瞬異質なともとれる予言者風の語調の文脈，この先達という
のテクスト性（de・Spruch）からの引用が仕組まれることによってこの詩
のテクスト全体は中央の境域を挾んで前域の外在的局面を表現する部分と
この引用による内在化のテクスト断片の部分からの対立構図となっている
ことになる。つまり，押情的実現に際し，恣意性の仔情主体がとかく陥り
がちな自己疎外としての時代文脈に対し，歴史性，世界性を織り成す第三
者というテクスト文脈を引用と編纂の技法によって対置することで紙面に
実現される，あの拝情的反響空間がこの詩のテクストということになる。
　そしてさらに，この詩作品にはテクストの最後に。1938“と西暦年号が
付けられているのである。ところで，こうしたテクスト形態をとる詩作品
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はこの他にまず，詩集》Die　Sternenreuse《の編纂時に，詩集》Gedichte《
においてのテクスト形態に新たに西暦年号が付け加えられた修正テクスト
として詩作品》Die　Magd《，》Weihnachtslied《と》Cimetiさre《があるのだ
が，ここでのパート皿のテクストにおいては，この詩作品とさらにパート
テクストの前域に，すなわち詩作品》Spate　Zeit《及び》Deutschland《（注36）
を構成している3つの詩それぞれには西暦が付記されている。それに対し，
逆に同じこのパートテクストの後域にある詩作品》Griechischer
Morgen《（注37）では，詩集》Gedichte《のなかでは西暦。1947“が記されて
いるのにその西暦が抹消されているのである。このパートテクストに露呈
している編纂時のこうした追加，あるいは抹消といったこの西暦に込めよ
うとしたフーヘルのこだわりは，この詩作品》Griechiescher　Morgen《
の主題がギリシャ市民戦争（1946－49）であることと，このパートテクス
トの前域にある一連の詩作品に付されている西暦がすべてド・fッ・ナチズ
ムの台頭期を示していることから判断できよう。それは，フーヘルの関心
がこの時代のドイツ民族の運命，その時代の意味を認識しようとすること
にあったからである。しかも，フーヘルにとってはそれを詩作によって行
ーなうことであった。まさにこの詩集》Die　Sternenreuse《がこうした認識
の場であったのである。そして特にここでのパート皿においてはというこ
とになる。3つのパートにおいては今までに見てきたようにパート1が詩
人自身の出生の地マルク＝ブランデンブルクの思い出の風景にあっての自
己同一性，つまり好情的自己の実現が主題であったのに対し，そしてパー
トHがより拡大された異質な風景にあっての自己疎外を拝情する認識のな
かで克服することを課題としていたのに対し，ここでのパート皿は「12
夜」という民族信仰をテーマとすることで歴史的，時代的なコンテクスト
にあるさらにいっそう拡大された疎外性を克服し，そこに苦渋に満ちた編
纂によって詩人の存立を実現しようとする認識の場なのである。このこと
からすれば，詩作品》Zw61f　Nachte《はここに付記された西暦「1938年」
という拝情のフォルムそのものである，そう言ってもよいだろう。しかし
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この詩のテクスト全体がこの時代特性によって枠付けられているからと言
って単なる客観的描写なのではない。むしろ，異テクストの引用による二
項対立性のテクストとすることで，そこに世界性と時代性とが交差し，展
開する相互作用の反響空間というこのテクスト構図は，世界性という理念
が仔情主体にとって単なる理念でなく，時代状況と切り結ぶなかでいっそ
うのリアリティにある確実性のものとなり，また同時に時代性がいっそう
全体的視野にあって活性化するという仔情主体のあるべきフォルムを暗示
する言語システムなのである。
　この詩作品の表わすこうした意味性が詩集》Die　Sternenreuse《のパー
ト皿のものであると言えよう。フーヘルの生きたこのナチス時代の苛酷な
ドイツの現状，フーヘルの戦争体験の想像を絶する絶望的な疎外状況にあ
って好情主体の意味とその存立のための方法がこのパートテクストという
場で試みられているのである。つまり，このパートの文脈は前域にある西
暦付記の一連の詩作品に続けて，8篇の詩からなる一つのZyklusとも言
える詩作品》RUckzug《（注38）において詩人の視点の現在からのディスタン
スをかろうじて保ちながらフーヘル自らの死線を彷裡する極限の体験を自
己史のなかに意味付けようとすること，その自己存立をも根底から覆す
亀裂を敢えて拝情化しようとすることを主題とし，過去時称と現在時称
を交錯させ，異質のイメージを組み合せ，配置による異化といった技法
を駆使し，自己証明の反響的イメージ空間を構築しようとするその虚無
の詩作を定着させ，さらには最終域に3つの詩作品》Der　Vertriebene《，
》Griechischer　Morgen《そして》Heimkehr《（1主39）を配置して終る。そし
てこのパートテクストも前の2つパートテクストに形成されていたと同じ
構造が見えてくる。中央部に極限状況のフォルム。Grund　der　Welt“
の》RUckzug《を置き，その前域には時代性，歴史性を詩の主題として取
り込む西暦付記といった異テクストの自己同一化のフォルムである3つの
詩作品が列記されている。そして後域でのこうした自己克服のテーマは，
三人称の人物像》der　Vertriebene《，》der　Gefangene《そして》eine
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Frau《という，浮情主体。ich“にとっての異テクストを受容し，咀囑し，
自己テクストに引用するなかで自己の詩人としての意味を見出そうとする
実存のフォルムと言ってよい。詩作品》Der　Vertriebene《では，この存
在性は文脈に直接現われてはいない。これは，詩のテクストの人物像が流
浪の身でありながら自己という財産を引きずっている局面形象から，つま
り自己の閉鎖性にあることを示していることから好情主体にある困難な状
況を克服するための媒介性のシステムとはなり得ないことに拠る。ただ第
3詩節で破れた幌から見えてくる天空（。der　Himmel“）がこうした可能性
を暗示してはいる。次の詩作品》Griechischer　Morgen《と最後の詩作
品》Heimkehr《は，テクストの文脈上にそれぞれ仔情主体の現状，詩人
としての存立を危うくしている状態を伝える独白の詩節：
darf　ich　euch　preisen，
eh　nicht　der　Mensch　den　Menschen　er16st？“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（》Griechischer　Morgen《）
Soll　ich　wie　Schatten　zerrissener　Mauern
，，
hausen　in　Schutt，　das　Tote　betrauern，
soll　ich　dle　schwarze　Schote　enthUlsen，
die　am　Zaun　der　Sommer　vergaB，
sammeln　den　Hafer　rissig　und　falb，，
den　ein　eisiger　Regen　zerfraBP‘‘　　（》Heimkehr《）
と，それに対置するように詩作品》Grichischer　Morgen《の人物像。der
Gefangene“と詩作品》Heimkehr《の。eine　Frau“を叙述する詩節から
なる。そしてこのそれぞれの詩作品の後半の2詩節は引用のテクストとい
うことになる。詩作品》Griechischer　Morgen《では今まさに銃殺されよ
うとするなかで自己克服するギリシャの人物像という先達性のコンテクス
トからの引用であり，詩作品》Heimkehr《ではまさに詩人自身の荒廃し
た故郷で自己復活する普遍的人物像。die　Mutter　der　V61ker‘‘という先
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達性のコンテクストからの引用である。先に問題とした詩作品》Zw61f
Nachte《と同様に引用配置による2つの相違するテクストが対立，拮抗
するテクスト性にあってこそ，このテクスト紙面に浮情する虚無の主体が
自己超脱し，万象と共鳴，反響するあのコスミックな同一性空間を浮上さ
せるのである。
　詩作品》Gedichte《を修正するに際し，先にも述べたことなのだが詩人
フーヘルがOtto　F．　Bestからの提案である若干の詩作品の抹消と追加と，
この改訂する詩集の名を》Die　Sternenreuse《とすることを受け入れたの
である。この事実は，フーヘルが詩集》Gedichte《を編集創作した時点で
この作品全体の意味として理解していたテーマが18年の歳月の経過のな
かで，恐らくさまざまな詳かな事は除いても軌道修正せざるを得ない視点
に立ち，新たな解釈の視線を持った詩人フーヘルという文脈と，ここでの
読む者という第三者に立つOtto　F．・Bestの外在性の，つまり解釈性の視
界に捉えられている詩集作品》Gedichte《の意味とその構造，それをより
もっと純化し有機的言語システムにしようとする彼の提案となるその文脈
が対峙し，相互修正されるなかで，その結実として詩集》Die　Sternen－
reuse《の実現となったテクスト経緯を物語っているのである。そして，
詩集名が》Gedichte《から》Sternenreuse《に変更されたこと，まさにこ
のことはこの詩集テクスト》Gedichte《にある基本的構造性がこの詩集に
組み入れられている詩作品》Die　Sternenreuse《のそれであるという，テ
クストの新たな発見として両者の解釈の一致を意味する。すでに拙論
　（注40）
（1）　　　で行なってきた詩作品》Die　Sternenreuse《の分析で明らかなよう
に，自己の鏡面を凝視するなかでの認識のフォルムとしてこの詩のテクス
トを構成するその3つの分節化された詩節は，詩集》Die　Sternen－
reuse《の3つのパートのそれぞれに照応することでこの詩集テクストの
中枢システムとしての言わば象徴化装置なのである。だからこの詩作品の
言語システム全体がイメージさせる反響的同一性空間は，この詩集という
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拡大されたテクスト性のものでもあり，このような「編纂」という好情性
の視界にあることで詩集》Die　Sternenreuse《そのものが，すなわち意味
形象：》Herkunft《としてのパート1全体がこの同名の詩》Die　Sternen・
reuse《の第1詩節の拝情性であり，意味形象：》Die　Sternenreuse《とし
てのパートll全体がこの詩の第2詩節の好情性であり，そしてさらに意味
形象：》Zw61f　Nachte《としてのパート皿全体がこの詩の第3詩節の好情
性であるという全体性の意味関連にあることで，まさに白紙という深淵に
照応反響するKonstellationとして自ずから微光を放つ暗号装置となって
いることになる。
注
（1）a．拙論：ペーター・フーヘル研究詩集》Die　Sternenreuse《を読む（2）
　　学習院大学文学部研究年報第36輯（平成元年度）S．181－208
　　b．拙論：ペーター・フーヘル研究詩集》Die　Sternenreuse《を読む｛3）学
　　習院大学文学部研究年報第38輯（平成3年度）S．113－168
（2）Huchel，　Peter：Gesammelte　Werke　Suhrkamp　Verlag　1984　Bd．2S．
　　242－251
（3）拙論：ペーター・フーヘル研究詩集》Die　Sternenreuse《を読む（3）S．
　　141－147
（4）拙論：ペーター・フーヘル研究詩集》Die　Sternenreuse《を読む（1）学
　　習院大学文学部研究年報第34輯（昭和62年度）S．247
（5）　Huchel，　Peter：Die　Sternenreuse　Gedichte　1925－1947　R．　Piper＆Co．
　　Verlag　Milnchen　1967　S．94
（6）Hachel，　Peter：Gesammelte　Werke　Suhrkamp　Verlag　1984　Bd．1S．412
　　　　Die　Gedichte　von　Die　Sternenreu5e　habe　ich　ausgew5hlt；auch　der
　　　　Titel　geht　auf　meinen　Vorschlag　zurUck．　Ich　habe　das　Ganze　als
　　　　damaliger　literarischer　Cheflektor　mit　Huchel　in　Ostberlin　disku－
　　　　tiere　und　sein　Plazet　zu　beidem　erhalten．（Brief　vom　9．9．1982）
（7）拙論：ペーター・フーヘル研究詩集》Die　Sternenreuse《を読む（3）S．
　　138－141
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（8）　Huchel：Die　Sterneurense　S．11
Wendische　Heide
Wendische　Heide，　weiBes　Feuer，
du　BUtte　Gold　und　Mittagsspuk，
die　Grille　huschte，　schrillte　scheuer
am　Stein，　der　keinen　Schatten　trug．
Uralter　Hirt，　dein　Volk　zu　httten，
gingst　du　im　Staub　der　Herde　nach，
die　lautlos　zog，　wo　Wacken　glUhten
im　6den　Halmfeld　heiB　und　brach．
MoosgrUnes　Fenn　und　Erlenruten，
der　Bach，　die　letzte　Trtinke　kam，
und　weithin　gelbe　Ginstergluten，
wo　stachlig　hing　der　schwarze　Bram．
Umkreist　vom　Hund，　beschirmt　von　Widdern
sah　ich　die　Herde　weidend　ziehn，
krummh6rnig　und　in　Feuern　zittern
und　Ltimmer　mtid　am　Wege　knien。
）
）
9
1
0
（
（
（11）
（12）
（13）
　　　　　Verstreutes　Volk　in　groBer　Helle，
　　　　　erscholl　nicht　geisterhaft　Gesang～
　　　　　Umklirrt　von　leiser　Widderschelle
　　　　　stand　einsam　dort　der　Hirt　am　Hang．
　　Huchel：a．　a．0．，　S．30
　　Huchel：a．　a．0．，》Kindheit　in　Alt・Langerwisch《S．7，》Oktoberlicht《
S．24，》Krlihenwinter《S．32，》Weihnachtslied《S．35
　　Huchel：a．　a．0．，　S．17
　　Huchel：a．　a．0．，　S．19
　　Huche1：a．　a．0。，　S．18
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（14）　Huche1：a。　a・0・，　S・29
（15）　Huchel：a．　a．0．，　S．39
（16）　Huche1：a．　a・0・，　S・20－21
（17）Huchel：a．　a．0．，》Die　Magd《S．12－13，》Kinder　im　Herbst　I《S．25，
　　　》Der　Zauberer　im　Fr廿hling《S．40－41
（18）　Huchel：a．　a．0．，》Der　polnische　Schnitter《S，14－15，》Kinder　im
　　　Herbst　H《S．26，》Hirtenstrophe《S．33
（1g）　Huchel：a．　a．0．，　S．9－10
（20）　Huche1：a．　a．0．，　S．36－37
（21）　Huchel：a．　a．0．，》Herbst　der　Bettler《S．17，》Damals《S．18，》Der
　　　Knabenteich《S．22－23，》Kinder　im　Herbst《S．25－26，》Letzte　Fahrt《S，
　　　27－28
（22）　Huchel：a．　a．0．，　S．42
（23）　Huchel：a．　a。0．，　S27－28
Letzte　Fahrt
Mein　Vater　kam　im　Weidengrau
und　schritt　hinab　zum　See，
das　Haar　gebleibht　vom　kalten　Tau，
die　Hllnde　rauh　vom　Schnee．
Er　schritt　vorbei　am　GrabgebUsch，
er　nahm　den　Binsenweg．
Hell　hinterm　R6hricht　sprang　der　Fisch，
das　Netz　hing　naB　am　Steg．
Sein　altes　Netz，　es　hing　beschwert，
er　stieB　die　Stange　e孟n．
Der　schwarze　Kahn，　von　Nacht　geteert，
glitt　in　den　See　hinein．
Das　Wasser　seufzte　unterm　Kiel，
er　stakte　langsam　vor．
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　　　　　　　　　Ein　bleicher　Streif　vom　Himmel　fieI
　　　　　　　　　weithin　durch　Schilf　und　Rohr。
Die　Reuse　gl琶nzte　unterm　Pfah1，
der　Hecht　schlug　hart　und　laut．
Der　letzte　Fang　war　schwarz　und　kahl，
das　Netz　zerriB　im　Kraut．
Die　nasse　Stange　auf　den　Knien，
die　Hand　vQm　Staken　wund，
er　sah　die　toten　Tr5ume　ziehn
als　Fische　auf　dem　Grund．
Er　sah　hinab　an　Korb　und　Schnur，
was　grau　als　Wasser　schwand，
sein　Traum　und　auch　sein　Leben　fuhr
durch　Binsen　hin　un（玉Sand．
Die　Algen　kamen　kUhl　gerauscht，
er　sprach　dem　Wind　ein　Wort．
Der　tote　Ha11，　dem　niemand　lauscht，
sagt　es　noch　immerfort．
　　　　　　　　　Ich　lausch　dem　Hall　am　GrabgebUsch，
　　　　　　　　　der　Tote　sitzt　am　Steg．
　　　　　　　　　In　meiner　Kanne　springt　der　Fisch．
　　　　　　　　　Ich　geh　den　Binsenweg．
（24）拙論：ペーター・フーヘル研究詩集》Die　Sternenreuse《を読む（3）S．
　　　126－132
（25）拙論：ペーター・フーヘル研究詩集》Die　Sternenreuse《を読む（1）学
　　　習院大学文学部研究年報第34輯（昭和62年度）S．247－272
　　　　　Huche1：a．　a．　O．，　S．59
（26）　Huchel：a，　a．　O．，》Cimeti6re《S。45，》Lenz《S，46－48，》Corenc《S，49－
　　　51．，》Totenregen《S．52，》Der　Herbst《S．53－54，》L6wenzahn《S．55
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　　　ber《S．56
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a．a．　O．，》Der　Herbst《S．53－54，》L6wenzahn《S．55，》Septem一
a．a．0．，　S．57－58
Alte　Feuerstelle
Der　nachts　vor　diesem　Feuer　saB，
vor　einem　Himmel　brandig，
die　Zweige　brach　upd　hungrig　aB，
sein　Brot　vom　Wandern　sandig．
Er　trug　das　Brot　im　Bettelsack，
ganz　grau　bis　in　die　Rinde．
Es　hatte　bitteren　Geschmack
vom　Regen　und　vom　Winde．
Ich　seh　den　Mann　im　Feuerrauch
noch　knien　am　Distelstrauche．
Er　schUrt　die　Glut　mit　seinem　Hauch
und　lebt　von　m6inem　Hauche．
Ich　seh　ihn　noch　am　Aschenbrand
und　bl盗ulich　glUhn　die　Zacken．
Und　ruBig，　wo　der　Kessel　stand，
sind　Uberm　Gras　die　Wacken．
Die　Holzglut　glimmt　am　Schuh　ihm　aus．
Und　vor　der　Lerchenhe正1e
geht　er　die　Meile　an　mein　Haus，
im　Mond　der　grauen　Schwelle．
Er　drUckt　das　SchloB　mit　einem　Stein，
steigt　ohne　Licht　die　Stiege．
Die　Angel　liiBt　ihn　breit　hinein，
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die　Kammer，　wo　ich　liege．
Er　streift　das　Bett，　wie　nah　er　sitzt，
macht　mir　das　Atmen　sauer．
Ich　h6re，　wie　er　stufzend　ritzt
die　Schatten　in　die　Mauer．
Und　wie　er　Tisch　und　Truhe　leert
und　rtickt　ins　groBe　Schweigen．
Und　noch　den　Staub　vom　Balken　kehrt
und　alles　nennt　sein　eigen．
Und　wie　er　anrtihrt　mein　Gesicht，
um　mir　das　Wort　zu　sagen：
Ich　war　der　Docht　in　deinem　Licht，
dein　Lachen　war　mein　Klagen．
Er　st6Bt　Zwielicht　mich　hinaus，
daB　ich　sein　Leben　finde．
Ich　gehe　arm　aus　meinem　Haus
im　bittern　Morgenwinde．
（29）
（30）
（31＞
（32）
　　　Und　wo　nachts　am　Feuer　saB，
　　　steh　ich　am　Distelstrauche．
　　　Und　wandre　seine　Spur　im　Gras，
　　　versengt　vom　Zackenrauche．
Huche1：a．　a．0．，　S．60
Huchel：a，　a．0．，　S．61－63
Huchel：a．　a．0。，　S．48（》Lenz《）
Huche1：a．　a．0。，　S．71
Von　Nacht　Ubergraut
Von　Nacht　Ubergraut
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von　Fr廿he　betaut
so　zogest　du　fort．
Du　winkst　und　es　wehn
die　dllmmernden　Seen
im　Traum　noch　deln　Wort．
Im　Sande　verrollt
die　Woge　aus　Gold．
　　　　　　　　　Und　winkt　es　auch　her：
　　　　　　　　　Du　bist　es　nicht　mehr．
（33）Huchel：a．　a．0．，》Die　schilfige　Nymphe《S．65，》Wintersee《S．66，
　　　》VorfrUhling《S，67，》Wiepersdorf《S．68，》Zunehmender　Mond《S．69．
（34）　Huchel：a．　a．0．，　S．70
（35）　Huchel：a．　a．0．，　S．76－77
Zw61f　Ntichte
Zw61f　Ntichte　nahen　weiB　verhUllt，
aus　Urnen　stllubt　der　Schnee．
Die　geisterhafte　Asche　fUllt
den　nebelgrauen　See．
Die　Elster　flattert　schwarz　und　weiB
im　schattenlosen　Wind．
Zerfetzte　Kiefern　knarrn　im　Eis，
das　Land　liegt　maulwurfsblind．
Nicht　ruhn　bei　MUnzen，　Ring　und　Krug
die　Toten　unterm　Stein．
Der　Mond　weht　wie　ein　weiBer　Spuk．
Die　Ode　hUllt　sie　ein．
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Die　Dtimmerung　von　Stimmen　hallt，
die　nie　ein　Ohr　erlauscht．
Die　Toten　gehn，　wo　Uberm　Wald
die　kalte　Asche　rauscht．
Und　grtibst　du　durch　das　Eis　der　Nacht，
wie　es　der　Spruch　gewollt，
dein　Spaten　schtirft　und　hebt　im　Schacht
der　Ftiulnis　fahles　Gold．
Du　findest　nur　den　Schmerz　der　Zeit，
die　Erde　feucht　vom　Blut．
Und　unterm　Schutt，　zum　BiB　bereit，
der　Schlangen　nackte　Brut，
Zertritt　ihr　Haupt　und　scheu　den　BiB，
Horch　in　den　Wind，　blelb　stumm．
Noch　herrscht　der　Glanz　der　Finsternis，
noch　geht　der　W廿rger　um．
Doch　nicht　erstickt’der　Nacht　Gewalt
der　Seele　stilles　Licht．
Weht　auch　der　Hauch　der　Asche　kalt，
die　Finsternis　zerbricht．
（36）
（37）
　　　　1938
Huche1：
Huche1：
a．a，　O．，》Sptite　Zeit《　S．75，
a，a．0．，91
》Deutschland　I，H，皿《S．78－80
Griechischer　Morgen
Perlgraue　Feder　im　Sand，
die　der　Vogel　verlor，
als　er　am　Rand　der　Morgenr6te
一．Q04一
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flog　aus　dem　Nebel　empor，
zarteste　Kraft　des　Halms，
der　die　Erde　durchst6Bt，
tauiger　Olbaum，　Wasser　des　Bachs，
darf　ich　euch　preisen，
eh　nicht　der　Mensch　den　Menschen　er16st？
Sonne　des　Todes，　bitteren　Tau，
schmeckt　der　Gefangne，
grtibt　er　die　Grube　im　Morgengrau．
Greifen　die　Hljnde　an　Wurzel　und　Stein，
Uber　der　felsigen　Mauer　der　Wein，
lichtes　Geh61z　und　Hirnmel　und　Meer
sind　wie　Lippen　schweigsam　und　schwer．
　　　Steht　er　am　Abhang　der　Sterne　allein，
　　　odes　Himmels　verhaltener　GruB，
　　　steht　er　gefesselt，　sein　Auge　preist
　　　unsterbliches　Land，
　　　das　Freiheit　heiBt，
　　　atmende　Erde，　Feuer　der　Frtihe，
　　　ehe　ins　Dunkel
　　　die　Kugel　ihn　reiBt．
Huche1：a．　a．0．，　S．81－89
Huchel：a．　a．　O．，》Vertriebene《S．90，》Heimketr《S．92－93
Heimkehr
Unter　der　schwindenden　Sichel　des　Mondes
kehrte　ich　heim　und　sah　das　Dorf
im　wtiBrigen　Dunst　der　Grtiben　und　Wiesen．
Soll　ich　wie　Schatten　zerrissener　Mauern
hausen　im　Schutt，　das　Tote　betrauern，
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soll　ich　die　schwarze　Schote　enthUlsen，
die　am　Zaun　der　Sommer　vergaB，
samme豆n　den　Hafer　rissig　und　falb，
den　ein　eisiger　Regen　zerfraB？
Fauliger　Halm　auf　fauligem　Felde－
niemand　brachte　die　Ernte　ein．
Nessel　wuchert，　Schierling　und　Melde，
Hungerblume　umklammert　den　Stein．
Aber　am　Morgen，
es　dtimmerte　kalt，
als　noch　der　Reif
dieΩuelle　des　Lichts　Uberfror，
kam　elne　Frau　aus　wendischem　Wald．
Suchend　das　Vieh，　das　dUrre，
das　sich　im　Dickicht　verlor，
ging　sie　den　rissigen　Pfad．
Sah　sie　schon　Schwalbe　und　Saat？
H巨mmernd　schlug　sie　den　Rost　vom　Pflug．
（40）
　　　Da　war　es　die　Mutter　der　Frtihe，
　　　unter　dem　alten　Himmel
　　　die　Mutter　der　V61ker．
　　　Sie　ging　durch　Nebel　und　Wind．
　　　PflUgend　den　steinigen　Acker，
　　　trieb　sie　das　schwarzgefleckte
　　　sichelh6rnige　Rind．
拙論：ペーター・フ　ヘル研究詩集》Die Sternenreuse《を読む（1｝を参
照のこと。
（ドイツ文学科　助教授）
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